
ロバート・ルポリ氏による「アメリカのヘルスケア市

場の動向」の最終回です。前回は「競争入札」と「報酬

額削減」を中心にご紹介いたしました。今回は「処方箋

薬」や「在宅介護」についてご紹介したのち、在宅介護

とリハビリテーションの今後の見通しについて触れてい

ます。

新しい市場参入者と重要な役割

メディケア改革法の問題に加え、メーカーや販売業者

は常に市場競争と向き合っています。耐久性医療用品市

場（福祉機器市場）やその他の医療分野では、エンドユ

ーザーや、患者の購買に関する意思決定をサポートする

人達が、情報や知識を入手するためにインターネットの

使用が必須となりました。製品の購入にもインターネッ

トを使うようになってきています。医療サービスの現状

や関連する治療用装置・機器を専門的に取り扱うウェブ

サイトが多数存在し、その評判も上々です。

一般に深く浸透している例として、書籍やCDなどの

インターネット販売で世界最大手のAmazon.comがHME

事業に参入しています。FDA（米国食品医薬品局）の

規制緩和により、今ではインターネット上で利用者が除

細動器の購入をはじめ、専門的な製品を簡単に買うこと

できるようになったのです。

もうひとつ注目すべき新しい参入者がDorel Industries

で、Schwinnという自転車で知られるメーカーです。

Dorel社はSchwinnブランドの電動三輪・四輪スクーター

を含む多数のDME製品を販売し始め、その売上は2008

年までに2,500万ドル（約26億円）に達すると予想していま

す。

処方箋薬

処方箋薬が近代の薬品の中で果たす役割は大きく、こ

れはさらに拡大しつつあります。新しい薬品は医療効果

や生活の質を改善し、病気の内容によっては、手術やそ

の他の治療に取って変わる場合もあります。また、この

ような処方箋薬を投薬した場合、患者の回復が早まるこ

とも期待されています。今では誰もが認識しているとお

り処方箋薬は生活に不可欠なものです。

現在、処方箋薬はヘルスケア支出全体の10％を占める

までになっており、ワシントンD.C.に拠点を置く団体

Alliance for Health Reformによると、2010年までにはさ

らにその占有率を15％にまで増加すると予測されていま

す。同団体の統計によれば、1980年の処方箋薬の支出は

アメリカ全体で120億ドル（約1兆2,600億円）で、ヘルス

ケア支出全体の4.9％を占めていました。それが、2000年

には1,218億ドル（約13兆円）にまで増加したのです。

処方箋薬がどの程度高額であるかを理解するために、

市場に出回っている新しい生物製剤を例に挙げてみまし

ょう。乾癬が悪化し、深刻な状態になった皮膚に使用す

る生物製剤は、1920年代に発明された技術より患者に対

する効果がそれほど高くない場合もありますが、患者1

人につき1年に20,000ドル（約210万円）という価格で請

求されているのです。
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在宅介護の経済性

「入院までは必要ないレベルだがケアが必要な人」に

とっては、在宅介護が経済効率の良い選択肢であること

は間違いありません。概して在宅介護にかかる費用はナ

ーシング・ホームの3分の1で、様々な調査を見ても、施

設よりも自分の家にいる方が身体的にも精神的にもはる

かに良い状態であることが分かっています。在宅介護は

明らかに経済的な選択肢ではありますが、低コストだと

いうわけではありません。最近SeniorBridge Family社が、

現在、家族介護のために有料サービスを利用している

514人を対象として調査を行いました。これによると、

対象集団の43％は週に500ドル以上、20％が1,000ドル以

上を介護のために支払っていました。また対象集団の3

分の1はヘルパーなどの介護者サービスを現在利用して

おり、対象集団のうちの3分の2、現在、ヘルパーを利用

していない集団の半数以上が将来的には介護者を雇う予

定だといっています。全体の7割弱が介護サービスにか

かる費用を介護を受ける人の貯蓄から補っており、半数

以上は家族の負担割合の方が多くなっています。

メディケアの発展は高く評価されており、その重要性

は高いのですが、誤解も同様に大きくなっています。介

護者は、メディケアが適用される高齢者介護費用の割合

を過度に期待し、大きく見積もりすぎているのです。実

際メディケアが適用されるのは、一般的に、全体にかか

った費用の5％から20％に過ぎません。

在宅介護者

上記SeniorBridge Familyの調査によると、在宅介護を

している親族の多くは、高齢者介護が自分の仕事の成果

や結婚に負担を与えると考えています。また、親族が提

供する介護の質に自信を持てなかったり、子育てや仕事

との両立など複数の責任を抱える人も多くなっています。

介護に必要な時間や費用が増えると、その量をコント

ロールして減らすしかないと考えます。しかし、このこ

とは栄養面の問題や、怪我、誤った服薬などの増加につ

ながるものです。処方箋薬に関する関心が高まった背景

には、在宅介護を受ける高齢者の多くが毎日5種類以上

の処方箋薬を使用しており、中には9種類もの投薬療法

を受ける人もいるという現状があるからです。薬物治療

に関する可能性は高まっていますが、それよりも過度の

服薬や誤った服薬による危険性のほうが高いのです。

アメリカにおいて

も、一般的に主な介

護者の役割を担うの

は女性であると考え

られています。これ

は概して正しいので

すが、女性と同様、

自分が主要な介護者

であると考える男性

も増加しています。

SeniorBridge Familyの

調査によると、男性

（36％）、女性（34％）

とそれぞれ3分の1以上が、自分が主な介護者であると考

えているのです。

結論と見通し－在宅介護とリハビリテーション－

高齢者ケアや在宅介護サービスの提供、もしくはこの

ようなサービス利用者や契約団体が直面している問題は、

増加の一途です。社会には日本と同様にコスト削減をし、

なおかつ介護を必要とする人口の増加に対してサービス

を拡充しなければならないという大きな課題があります。

政府は予算の増額に加え、経費の削減策によって対応し

ようとしています。民間企業は、競争入札などメディケ

ア改革法と徹底的に戦うことで、コストに関する圧力に

対応しようとしています。一方で民間企業はOEM（外

注製造）によっても、経費節減をすすめています。

このように混乱した状況の中、成長している在宅介護

業界は、監督・認定機関と親密度を維持し、さらに発展

をめざしています。実際、人々は他の選択肢よりも在宅

介護を望んでいるからです。在宅介護は政府の報酬や民

間の保険を通して適切な支援があれば、経済的で実用的

なものです。新しいメディケア改革法を積極的にとらえ

ることで、新事業の開発をすすめ、必要な認定を受けた

専門的なHME、DMEプロバイダーが多数増えるように

なるでしょう。改革の中で報酬額が低いと見なされれば、

かつての酸素コンサーバー（呼吸同調器）のように、費

用の制約を解決するために製品設計の革新的な動きが出

てくることもむしろ期待されます。

インターネット業界がこの市場に参入し地盤を固めた

ように、市場競争によって、新しくより効果的な製品・

サービス提供の手段が生まれるのはどの時代も一緒です。

介護サービスや製品の需要は高まるばかりですが、これ

に対処する骨組みは賛否両論多きメディケア改革法案の

なかでも、確立されているという認識が一般的です。制

度を再編しようという実際の試みはなく、現在の制度に

おける支出を削減し、財源を増やそうとする試みだけが

あるという事実から見てもそれは明らかです。

今後、介護に対する需要が高まるのは明白ですが、そ

の需要増にともなってヘルスケアを受ける側（個人）と保

険者が充分な支払能力を有しつづけるかどうかは確かで

はなく、負担は更に増加するのではないかと思われます。
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9月28日（水）
時間 開催内容セミナー

会場No.

時間 開催内容セミナー
会場No.

（有）パムック 【小間番号1-034】
テーマ「加島 守先生のシーティングセミナー」
理学療法士であり高齢者生活福祉研究所所長である加島 守先生を講師に迎え、昨年に引き続
き高齢者の座位姿勢の改善とQOLの向上を目的とした車いすとクッション選びをご提案しま
す。
【主な参加対象】どなたでもご参加できます

（株）スワニー 【小間番号4-067】
テーマ「ウォーキングバッグ・ウォーキングチェアーについて」
ご利用者の佐々木節子様と弊社社長三好鋭郎による対談。ウォーキングバッグ、ウォーキン
グチェアーの開発秘話と実際の体験談を、メーカー側と利用者の生の声でご紹介します。
【主な参加対象】興味のある方はどなたでもご参加ください。

プレイケアセンター 【小間番号2-036】
テーマ「遊び（プレイケア）を通じた介護予防」
様々な遊びを通じた各種アクティビティをご紹介します。参加者の方々に実際に体験して頂
きながら、アクティビティの理論や活用方法をご紹介します。
【主な参加対象】介護従事者、福祉機器利用者

ラックヘルスケア（株） 【小間番号2-018】
テーマ「介助者の腰痛予防を考える」
腰痛のメカニズム、北欧での腰痛予防の法制度の紹介、腰痛を予防するグッズの紹介。
【主な参加対象】自由参加

特定非営利活動法人 e-AT利用促進協会 【小間番号2-006】
テーマ「福祉機器のサポート技術と福祉情報技術コーディネーターについて」
新しい職種として注目の「福祉情報技術コーディネーター」は、高齢者や障害者がe-AT（電
子情報支援技術）機器を使う際のバリアを取り除き、生活をサポートします。活動の場と福
祉機器のサポート技術を紹介します。
【主な参加対象】介護従事者、福祉機器利用者、当事者

徳武産業（株） 【小間番号4-067】
テーマ「なにこれ！足底板が入るルームシューズ？」あゆみシューズからの新提案
①なぜ必要なんだろう？ルームシューズの役割り、福祉技術研究所（株）岩波君代先生
②あゆみルームシューズの現状とご提案
③ルームシューズお試し会（足底板対応シューズなど）
【主な参加対象】一般、介護従事者、福祉機器利用者

ティーアンドケー（株） 【小間番号5-073】
テーマ「要介護者の口腔ケア2（実習有）」
要介護者の口腔ケアを効果的・効率的に行い“食べられる口をつくる”事の大切さを伝える。
【主な参加対象】看護師、介護従事者、一般の方

（有）パムック 【小間番号1-034】
テーマ「Let's Try! 体験型モジュラー車いすの導入」
車いす上での座位姿勢を改善するにはどうしたらよいでしょう。流通しているモジュラー型
車いすを使って実際に調整してベストフィッティングとは何かを体験してみましょう。
【主な参加対象】ケアマネジャー、介護従事者、PT、OT、などセラピスト、福祉機器利用者
及びその家族

長野県林務部信州の木利用推進課 【小間番号4-052】
テーマ「信州型養護学校用　机・椅子“フォレスト・ブリーズ”」
長野県では環境循環型社会への取り組みとして、森林資源の活用を行ってきました。地域材
を活用した建築だけでなく、県内の小中学校に県産カラマツ材による机・椅子の導入を進め
てきましたが、今回の取り組みでは、ユニバーサルな視点で環境循環型＋福祉型社会を目指
しました。
【主な参加対象】行政関係者、養護学校教諭

（株）アクセスインターナショナル 【小間番号2-030】
テーマ「車椅子で褥瘡を治す。褥瘡予防と再発防止のためのシーティング」
褥瘡の予防や再発防止は、正しいシーティングを使うことでベットで行うよりも車椅子に起
した方が簡単であり、効果的であることをシーティングの基本的な考えと座圧分布測定器に
よる実証によりお話しします。
【主な参加対象】医療リハビリ、介護関係者、障害児を持つ親

（株）日本テレソフト 【小間番号6-039】
テーマ「視覚障害者用福祉機器の紹介」
機器の紹介及びデモンストレーションを行い、実際に来場者に使い方を体験してもらう。
【主な参加対象】視覚障害者用福祉機器利用者及び関係団体

パラマウントベッド（株） 【小間番号6-046】
テーマ「廃用症候群の予防とリハビリを目的としたベッド及び周辺機器」
起き上がり、立ち上がりのサポートに特化したベッド及び周辺機器を、横浜市総合リハビリ
テーションセンターと共同開発いたしました。製品の目的と選定を、ハード面とソフト面か
ら、ご紹介させて頂きます。
【主な参加対象】ケアマネジャー、PT、OT、看護師、保健師など

（株）システムウェーブ 【小間番号6-048】
テーマ「福祉・介護施設の“個人情報保護”」
H.17.4施行の「個人情報保護法」についてポイントをしぼってご紹介します。
【主な参加対象】福祉、介護施設責任者または事務の方

（株）プロデュース　アンド　パブリッシュ 【小間番号2-074】
テーマ「おむつ交換時でも、室内を“無臭の除菌消臭空間にする”実演」
人体に安全で瞬時の除菌消臭効果のある「プロテックス」を超微細ドライミスト（濡れない
微粒子）にて、室内上部へ噴霧すると、室内全体に「除菌消臭シールド」ができ、においに
よるストレス軽減と感染予防に役立ちます。
【主な参加対象】介護施設への営業者、介護従事者

（株）パーカーコーポレーション 【小間番号2-022】
テーマ「日本における車いすの安全性の現状（福祉先進国・北欧の現状をふまえて）」
・ Invacare社製車いす(ISO7176-19認証商品)の必要性
・送迎中における車いすの安全性について
（講演：福山邦男氏（岐阜県警察本部科学捜査研究所刑事部管理監）

【主な参加対象】福祉用具貸与事業者、福祉車輌関係者、福祉機器利用者

（株）ハッピーおがわ 【小間番号4-056】
テーマ「床ずれ予防のためのマットレス“ハッピーそよかぜ”」
快適で健康な生活に睡眠は大切です。心地よい安眠性をもった、褥瘡予防マットレス、赤ち
ゃんから全介助者までどうぞ。
【主な参加対象】介護・看護従事者、福祉機器利用者

ティーアンドケー（株） 【小間番号5-073】
テーマ「在宅における口腔ケア」
口腔内衛生管理をする事によって、肺炎など二次的な病気の予防ができます。又日常生活の
質（QOL）を向上させるために義歯の管理から在宅での口腔ケア方法などを伝えます。
【主な参加対象】看護師、介護従事者、一般

（株）システムウェーブ 【小間番号6-048】
テーマ「施設のCS（顧客満足度）を向上させるには」
「コールナビ」のご紹介
【主な参加対象】介護、福祉施設責任者または事務の方

（有）ハッピーおがわ 【小間番号4-056】
テーマ「快適な褥瘡予防マットレスと体位保持具

“ハッピーそよかぜ”“ハッピー楽パット”」
自立、自助をサポートするマットレスとパットクッション洗浄が簡便でムレない、快適製品、
赤ちゃんから幅広く24時間要介護者までサポート。
【主な参加対象】介護従事者、福祉機器利用者

ティーアンドケー（株） 【小間番号5-073】
テーマ「おくち乾いていませんか？（口腔乾燥の方の口腔ケア）」
要介護高齢者の14％は口腔乾燥状態であると報告されています。多くの高齢者は服用してい
る薬剤も多く、その副作用により口腔乾燥がおこる場合もあり口腔乾燥対策が重要です。
【主な参加対象】看護師、介護従事者、一般

（株）アクセスインターナショナル 【小間番号2-030】
テーマ「立てない人を立ち上がらせるスタンディングの効用」
立つことのできない障害の方をスタンディング機器によって立ち上がらせることで、様々の
効果が現れます。スタンディングの医学的・作業的・精神的・経済的効果について、車椅子
と新開発の製品を使用してお話しします。
【主な参加対象】医療、リハビリ、介護関係者

Vermund Larsen A/S （Denmark） 【小間番号4-002】
テーマ「活動的な座の生活空間の提案」
ヨーロッパで絶大な信頼を誇るデンマーク・ベラ社から活動的な暮らしを送る為のいす（座）
のライフスタイルをご紹介します。
【主な参加対象】介護従事者、ケアマネジャー、OP、PT、福祉機器利用者

ティーアンドケー（株） 【小間番号5-073】
テーマ「認知症高齢者の口腔ケア」
認知症高齢者に対する口腔ケアの問題点を提示し、効果的・効率的に口腔ケアを行うための
アドバイスを伝えます。
【主な参加対象】看護、介護従事者、一般

パラマウントベッド（株） 【小間番号6-046】
テーマ「“モニタリングシート”及び“操作履歴オンライン”のご紹介」
福祉用具の適正利用には、導入時の目的の明確化・利用者へのフィッティング・導入後のモ
ニタリングを一体的・継続的に行うことが求められております。モニタリングの一助となる
ツールをご紹介させて頂きます。
【主な参加対象】ケアマネジャー、PT、OT、看護師、保健師など

パンテーラ・ジャパン（株） 【小間番号1-025】
テーマ「スウェーデンの車椅子・最新情報　～ユーザーが変えた車椅子環境～」
スウェーデンにおける車椅子の歴史とその展開には、多くの車椅子ユーザーが関わってきま
した。最近の新しい動向を紹介します。
【主な参加対象】自由参加

（株）ひまわり 【小間番号3-041】
テーマ「高齢者が選ぶ喜び、外出する楽しさを感じて頂けるステッキ」
高齢者の介護予防・身体機能改善への取り組みで、最も簡単な健康法は歩くことです。その
歩行を陰で支えてくれる杖の紹介。
【主な参加対象】介護・福祉機器業者、レンタル業者

（有）フェアベリッシュ 【小間番号4-058】
テーマ「家族愛からうまれた“ものづくり”～リハビリにおける靴の需要と重要性～」
回復期リハビリにおける靴の需要と重要性を、実際の施設訪問時のVTRやモニター風景を含
め、現場の生の意見と足・靴におけるデータ・専門知識を組み合わせたセミナー。
【主な参加対象】介護従事者、福祉機器利用者、一般来場者、その他

（株）システムウェーヴ 【小間番号6-048】
テーマ“人事管理”システムご紹介」
「人事管理」システムご紹介
【主な参加対象】介護、福祉施設の管理職の方

有限責任中間法人　日本補聴器工業会 【小間番号6-058】
テーマ「補聴器供給と市場の現状」
聴力の障害を補う機器として「補聴器」があります。本セミナーでは補聴器に関係する方を
対象に、補聴器市場の現状や補聴器供給のプロセス、販売に関する自主認定制度、ならびに
最近の補聴器にまつわる話題などを易しく解説します。
【主な参加対象】補聴器利用者、介護従事者

ペルモビール（株） 【小間番号1-054】
テーマ「スウェーデンにおける福祉用具の役割

～スウェーデンが福祉の国と呼ばれる本当の理由～」
弊社製品を用いた障害者ケアの進むスウェーデンの実態をスウェーデン福祉研究所のレポートを元に
紹介する。製品輸入するだけでは伝えきれないスウェーデンケアの理念を弊社製品と共に紹介。
【主な参加対象】理学療法士、介護従事者
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（株）シルバー産業新聞社 【小間番号6-073】
テーマ「介護保険制度改定をどう読むか」
介護保険制度改訂を目前に、最新の情報を分析し、解説します。市町村を主体とする「地域
包括支援センター」や「予防給付」について、「介護給付」についてなど。
【主な参加対象】ケアマネジャー、ヘルパー、行政、一般、etc…
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丸紅（株） 【小間番号5-076】
テーマ「介護予防における口腔機能向上のための口腔ケア」
新たに始まる新予防給付では、口腔機能の向上が介護予防のサービスとして取り入れられる
見込みとなりました。口腔機能向上を目指した口腔ケアの実例と最新の知見をご紹介します。
─主催：丸紅（株） 協力：ライオン歯科材（株） 講師：歯科衛生士　伊藤真知子─
【主な参加対象】口腔ケアに携わる介護事業者
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ロバート・ルポリ氏 Robert Lupoli
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